
旅の楽しみは「駅弁」と言う人も少なくないと思いますが、私は何と言っても天津甘栗と冷凍ミカンです。甘栗は思わず鬼皮を嘗めたくなるほど 
ツヤツヤしていましたよね。指先を真っ黒にしながら ひたすら剥いていました、食べるより剥く方に熱中していたかも(^^ゞ  
カチンコチンのミカンはジワ～と甘さと冷たさがたまりませんでした。 
でもこの二つ、近頃 見かけないと思いませんか？駅前で、天文館で売られていた甘栗 グリグリ回る機械の中に小石と一緒に入っていました。 
何処に行ったのかな～ 
 
 コンビニなんかでも“むき甘栗”とか売られていますが、イマイチ、、、だいいち皮をむく楽しみが無いじゃあ～あーりませんか！ 
真一文字に爪を立てて切れ目を入れるところから「こいつ～きれいに剥けるかなぁーー」と、あたかも御神籤を引く時か 大売り出しの福引を引く時の 
ようなワクワク感がぁ、、無い！つまらない！ 
 ギンナン、胡桃、栗などは殻を剥くのが なんであんなに楽しいのでしょう（＾＾; 
上手く剥けるか否か、、イチかバチか“エイヤッ！”というスリル感でしょうか 博打（バクチ）って知りませんが、こんなふうに感じるのでしょうか？！ 
チト飛躍しすぎですかネ 
 
 もうすぐ九州新幹線も全面開通することだし ゆっくり「お出ばい」してみたいですね。何を持って乗ろうかな～ 
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